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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

日本社会学会、日本家族社会学会、日本家政学会、国際ジェンダー学会、
比較家族史学会、日本家政学会家族関係学部会、社会学研究会

家族とジェンダーに関する社会学的研究

家族社会学、ジェンダー論

①社会的活動：奈良県男女共同参画審議会委員、奈良県結婚ワクワクこどもすくすく県民会議
委員、同父親の育児参加推進委員会委員長等。
②学会活動：日本家族社会学会理事・編集委員会委員、日本家政学会家族関係学部会役員・編
集委員会委員・『ソシオロジ』編集委員会委員

地域連携教育研究センター事業「津風呂調査プロジェクト」メンバー

お茶の水女子大学大学院人間文化研究科後期博士課程人間発達学専攻
単位取得満期退学

修士（家政学）

平　成　２０　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

最終学歴

所属学会

研究課題

①「社会学実習」「心理学実験（二）」の授業で、NPO法人「ゆめづくりあそび屋」　理事長橋
本高志氏とNPO・M'ｓネット代表北島真理氏を招いた特別講義を開催、また、だれでも広「ぷら
ん・ぷらん」を訪問して調査を行った。
②「家族社会学」の講義の中で、心理学科特別講演会を開催した。講師：NPO法人「夢づくりあ
そび屋」理事長橋本高志氏、講義テーマ「家族と地域社会における父親の役割」
③奈良女子大学大学院人間文化研究科博士後期課程非常勤講師（「グローバル社会における女
性研究者」）。

現在の専門分野

平成20～21年度科学研究費補助金（基盤研究（C））（「日本的近代家族の成立における性と生
殖－少子化・専業母化・家族の情緒化」研究代表者。平成18～20年度科学研究費補助金（基盤
研究（B））「20世紀アジアの社会変動と高齢者のライフコース」（研究代表者　愛知教育大学
山根真理）研究分担者。国際日本文化研究センター「アジアにおける家族とジェンダーの変
容」共同研究者、等。



①

② Asia'ｓ Ｎｅｗ
Mothers

共著

単

②

単

①

大和礼子・斧出節子・木脇
奈智子編著．担当部分：単
著「第１章育児の歴史－父
親・稍親をめぐる育児戦
略」（pp.25-44）。日本に
おける母親観と父親観の変
遷と現在について論述して
いる。

（学会発表）

共著 2008年4月 昭和堂男の育児　女の育
児－家族社会学か
らのアプローチ

Global Oriental
Ltd，UK

2008

近代日本における
「避妊」の受容と
家族の情緒化－女
性雑誌の言説分析
を中心に－

イランにおけるア
フガン難民の学校
教育と難民生徒の
生活

第81回日本社会学
会大会

（その他）

2008.11.23

第18回日本家族社
会学会大会

①

発行所、発表雑誌
等

又は発表学会等の
名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

著書､学術論文等の名称 概　　　　　　　要

Emiko Ochiai,Barbara
Molony eds. 担当部分：
Emiko Ochiai,Mari
Yamane,Yasuko
Miyasaka(at.al.)
“Gender　Roles and
Childcare Networks in
East and Southeast Asian
Societies”(pp.31-70)
日本、中国、韓国、タイ、
シンガポールにおける育児
のあり方を、家族、親族、
地域ネットワーク、施設な
どの観点から比較し、各地
域の特徴を明らかにした。

（著書）

奈良大学地域連携
教育研究センター
編

2008年3月

於大正大学

於東北大学

『つぶろ－奈良市
津風呂町50周年記
念誌』

単著 担当部分：「第2章 女性た
ちの生活史－大正期の子ど
もの生活と昭和期の既婚女
性の生活」（pp.94-
105）、「補章 ある男性か
らの聞き書き」（pp.106-
107）

2008.09.0７


